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測定状況 

• コンプトン散乱などのバックグランド 

• 光学系に依存するｄｅｆｏｃｕｓ 

• 複数相による畳み込み 

• 配向とｒａｎｄｏｍ 

 



バックグランド 

BG 

プロファイル測定でバックグランドの概要を把握する 
極点測定ではバックグランドも同時に測定する 

Ras 

ASC 

ＲａｓとＡＳＣのバックグランドの関係 
ＡＳＣはＣＰＳに変換されている。更に、ｌｏｗからｈｉｇｈの間の面積で表示される 
よって 
 ＡＳＣ＝Ｒａｓ／ＦＴ－ｔｉｍｅ＊（３６０／ｓｔｅｐ／２） 
 ＡＳＣＨＩＧＨ＝８８５６０＝１２３０／０．５＊３６ 



defocus 
Ｄｅｆｏｃｕｓは、受光スリット幅、測定２θ角度に依存する 
Ｆｅ系サンプルはｒａｎｄｏｍ試料が得にくい、アルミニウムを代用する 

アルミニウム 

Ｆｅ 

アルミニウムで測定したデータをＦｅ指数に変更 



ＲａｓからＡＳＣ変換 

すべてCPSで表示 

OKでASCに変換される。 



Ｄｅｆｏｃｕｓ補正ファイル作成 

バックグランド削除のみ行う 



Ｄｅｆｏｃｕｓファイル作成 



Defocusプロファイル確認 

プロファイルに異常があれば修正 
バックグランドの点検修正 
補正曲線の修正 
（TenckhoffCalc、DefocusLineEditer） 



Ｆｅサンプル極点処理 



処理結果の検証 

最適化Rp%では、１か所不一致のため 
採用しない 



ODF入力データ作成 



ODF解析の概念 



StandardODF解析 

ワークエリアＣ：￥ＯＤＦから解析データの退避 

Outmaxを選択 



StandardODFの解析 

Inverse36Box 



LaboTexによる解析 

ＬａｂｏＴｅｘでは、解析データを以下の階層で管理しています 
 User－結晶系ーProject－ｓａｍｐｌｅ名 

結晶系じは変更しなければＣｕｂｉｃで扱われる 
ＥＰＦデータを読み込むと、ＥＰＦの結晶系に登録 

EPFファイルの読み込みは、New Sampleで読み込む 



ＬａｂｏＴｅｘの解析 

結晶系   Project   sample名 

ODF解析は碁盤の目をクリック 



ＬａｂｏＴｅｘの解析 



LaboTexの解析(random評価） 

Random成分は存在しない。 



LaboTexの解析(VolumeFractionを求める） 

内部に登録された方位に対してVF％を求める 
足りない場合はＤａｔａＢａｓｅに追加する 

Ｅｒｒｏｒの変化が小さくなったら計算を中止する 



LaboTexの解析（VolumeFractionのRp％） 

 
 

VolumeFractionの一致度を評価 



LaboTex(VolumeFraction) 



LaboTex vs StandardODF 

GPODFDisplayで解析した方位分布図 
最大８データ比較が可能 

GPInverseで解析した３６Ｂｏｘ 
方位分布図、最大８データ比較 
 



Θ／ΘプロファイルからＮＤ方位 
Ｒａｎｄｏｍサンプルとの強度比からＮＤ方向の逆極点を計算 
サンプルチェンジャーなどで測定したデータの一括処理 

random 

powder 



ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙを分割 相対強度比率を計算 



データ蓄積によるｄａｔａｂａｓｅの検索 

同一測定条件で測定しＤａｔａｂａｓｅを構築 
カテゴリー別に登録すると高速検索が可能 
新しいデータでＤａｔａＢａｓｅを検索 
極点図のプロファイル化も可能 
 
 
 
 
 データ比較 


